
柏市上下水道事業ビジョン実現方策の検討 (その２)
前回審議会の振り返り

令和７年度 第３回柏市上下水道事業運営審議会
【資料１（別紙）】

1.前回審議会でのご意見について

理念、基本方針、施策及びその指標についてご意見をいただいた。

主なご意見は以下のとおりである。

① 経営基盤強化の「広域化の導入による業務効率化の検討」は、誤解を招くような表現ではないか。

② 持続の中にある省エネ・創エネは本来、持続可能な事業体を目指してコスト削減を目的とした施策

ではないのか。

③ 持続について、改築を行うことにより、長寿命化につながる効果もあることがわかるような書き方

にしてほしい。

④ 水１m3の配水に必要な二酸化炭素排出量や電力消費量などの指標を作成すると良いのではない

か。

図表-1 柏市上下水道ビジョンの理念・基本方針・施策の関係と施策名称



２.施策と目的の修正について

施策と目的について、前回審議会ご意見を踏まえ、以下のとおり修正した。

重点施策は ★印 を付している。

図表-2 施策と目的（第2回審議会資料）

図表-３ 施策と目的（修正案）

重点施策は ★印 を付している。 修正箇所：網掛

施策名 修正内容 意見

強靭化／老朽化対策 老朽化対策により更新を行うことで更新後の施設の
耐用年数は長くなることから、改築・更新の実施によ
る水道施設・下水道施設の長寿命化 を追加

意見③

持続／経営基盤の強化 誤解を招く言葉であったことから、広域化の導入に
よる業務効率化の検討 ⇒ 広域化への取組による
業務効率化の検討 へ修正

意見①

持続／省エネルギー・創
エネルギーの推進

省エネルギーに貢献する取組として、コスト削減に貢
献する取組である 高効率機器の導入によるコスト
削減 を追加

意見②



３.施策ごとのアクションプランについて

施策ごとのアクションプランについては、前回審議会から修正はない。

図表-４ 施策ごとのアクションプラン／強靭化 （第2回審議会資料）

重点施策は ★印 を付している。



4.施策の指標について

施策の指標について、前回審議会ご意見を踏まえ検討しました。現在採用している指標は電力消費

量を測る指標ですが、水道事業ガイドラインの業務指標（PI）であり、他事業体との比較が可能である

ことから原案どおりとする方針である。

図表-5 施策の指標／持続（第2回審議会資料）

施策名 修正内容 意見

持続／省エネルギー・創
エネルギーの推進

【変更なし】二酸化炭素排出量を記載することもでき
ますが、各地域で排出原単位が異なる、年により原
単位が異なる点が懸念事項です。電力消費量は他事
業体と比較は可能な指標になります

意見④


